　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活きた実例で学ぶ貿易実務の要点　　　　　　　　　　　　　　　　　　長光正明


項　　目
輸　　　　出

→●輸出取引の流れ(p.4)
輸　　　　入

→●輸入取引の流れ(p.6)
展　示　会

実　　例
中古自動車の輸出
中古モニターの輸出
コカコーラの輸入
木製家具の輸入
油吸着材の出展

品　　名
中古普通乗用車

Used Motor Car
中古モニター

Used Monitor
炭酸飲料水

Carbonated Drinking Water
木製家具

Wooden Furniture
油吸着材

Oil Absorbent

H S

↓
(p.375)
8703-23
8471-06
2202-10
9403-60木製テーブル　
9401-69木製椅子／ベ

　　　　ンチ
2512-00

経緯と業種
個人


中古品を取扱う商社
輸入商品の小売店舗販売兼卸業者
輸入住宅の工務店
製造業者


予てより中古自動車の輸出を考えていたところ、香港の知人から紹介を得た顧客からの引合により取引が成立。
これまで、台湾の華橋とのコネクションにおいて廃棄プラスチックの輸出や中古品の販売を手がけていたところ、ベトナムへの中古パソコンモニターの輸出の引き合いがあり出荷した。
同社は輸入食材を専門に扱う小売店舗販売及び卸売りをしてきており、それまでも輸入を手がけてきたところであるが、米国の取引先からコカコーラの「並行輸入」を扱う米国の供給業者の紹介を受け、見本輸入による「食品検査」の実績をとった上で本輸入をするため、事前輸入をした。

↓

●並行輸入→貿易取引の形態(p.24)
それまで、輸入住宅の施主より、カーテンや家具の問合せを受けていたところであるが、このほど、知人からイタリア家具のメーカーの紹介を受け、イタリアからの木製家具の輸入に踏み切った。
国内おいて、ほぼ独占的状態にある自社の油吸着材（水面や路面にこぼれた液体を吸着して回収するもの）について、環境先進国への海外販路を求めるためドイツへの出展となった。なお、同社の油吸着材には水面用と路面用の二種類のものがあるが、ここで取り上げたものは路面用の油吸着材

↓

●出展実務の要点(配布資料①にて説明)

取引相手国

又は出展国
香港
ベトナム
米国
イタリア
ドイツ

輸入品

の国内販売の

方法


自社店舗での販売と自社の既存ルートへの販売
輸入住宅施主への販売


輸出先

の発見方法
知人からの紹介
取引先の台湾華橋のコネクション
米国の取引先からの紹介
イタリアの知人からの紹介


見本市

の

発見方法

と情報入手の

方法




○J-messeによる検索

· ドイツのジェトロ・ミュンヘン事務所への「海外簡易情報照会」

輸出入規制

の

調査方法
○輸出統計品目表

· ジェトロ海外情報ファイル（J-file）

○輸出先への規制確認

○陸運局への問合せ
○輸出統計品目表

· ジェトロ海外情報ファイル（J-file）

○輸出先への規制確認
○実行関税率表

· 「輸入商品別マーケティングガイド」

· 神戸検疫所への問合せ
○実行関税率表

· 「輸入商品別マーケティングガイド」
· 輸出統計品目表



輸出入規制

の

調査結果

の

ポイント
日本の輸出規制
特になし

船積前検査：不要

↓
· 船積前検査(｢貿易投資ハンドブック｣の「事前チェック」にて説明)

抹消登録証明書の提出

↓
· 抹消登録について(配布資料①にて説明)
香港の輸入規制
特になし


日本の輸出規制
特になし

船積前検査：不要

ワッセナ－アレンジメント：該当しない

↓
· ワッセナ－アレン　ジメント

· 輸出貿易管理令別表  第1の8項の電気計算機等

· 輸出貿易管理令別表第1の16項のキャッチオール対象品

(配布資料③にて説明) 

バーゼル法：非該当

廃棄物処理法：非該当

↓
· バーゼル法（輸出貿易管理令別表第２ 35の2）(配布資料②③にて説明)

· 廃棄物処理法（輸出貿易管理令別表第２　35の2）(配布資料②③にて説明)

↓

· 国際上の取決め(pp.34~52)

↓
· 輸出入貿易管理制度

  (pp.130~142)

ベトナムの輸入規制

中古品機械については製造後10年以内、新品の8割以上の性能を持つもの


日本の輸入規制
食品衛生法上の規制

↓
· 加工食品の輸入について(配布資料①②③④にて説明)


日本の輸入規制
特になし
日本の輸出規制
特になし

価格条件


CIF Hong Kong

→●貿易条件

    (pp.103~118)
CPT Hochiminh City


CPT Kobe
FCA Seller's Factory

↓
●EXWとFCA(p.110)
P/Lにおいても

出展品についてもEXW Seller's Factoryで作成



支払条件

と

取引通貨


送金ベース

→●代金決済(p.180)
円建て

前払い
送金ベース

円建て

前払い
送金ベース

米ドル建て

前払い
L／C at sight

→●信用状(p.10)
EUR建て
送金ベース

円建て

前払い

決済レート


円建て
円建て
TTS→(p.416)

↓
●外国為替(p.415)
Acceptance Rate

 →(p.416)
円建て

輸送手段


自動車専用船→(p.210)

↓
· 貨物の船積と荷卸

　(pp.256~280)
FCL(40' container)

→(p.263)

↓
●コンテナ扱い(p.359)
LCL→(p.263)
FCL(20' container)
展示品については
輸送手段：航空輸送

輸送経路：関西空港→ミュンヘン空港→関西空港

船 積 港
大阪港
横浜港
シアトル港
La Spezia港
未定

荷 揚 港
香港港
ホーチミン港
神戸港
神戸港
未定

梱包条件
梱包なし
バルク
カートン
カートン
Bag

保険条件


輸出者の付保

A/R with War & SRCCにて付保

→(pp.310~312)

↓
●貨物海上保険(p.309)
輸入者の付保
輸入者の付保

A/R with War & SRCCにて付保

FC Attachmentが付加

→(p.289)
輸入者の付保

A/R with War & SRCCにて付保 

FC Attachmentが付加
輸入者の付保

品質条件


銘柄売買

↓
· 品質決定の方法

　(pp.88~90)


規格品売買
銘柄売買
見本売買

（実物の買い付け）
見本売買

原価計算

商品原価以外

の

輸出入諸費用の

分　　析


廃車諸費用：\1,000‐

陸送費用：\11,000‐（岡山－大阪）

輸出通関料：\5,900‐

取扱手数料：\10,000‐

海上保険料：\3,000‐(ミニマム）

倉入れ倉出し料：\10,000‐

横持料：\3,000‐(倉庫－本船船側)

エプロン使用料：\2,000‐(検数料込み)

海上運賃：\60,000‐(大阪－香港)

銀行手数料：\1,500‐(円為替取扱手数料：受領送金額×1/2000,ミニマム\1,500‐)

↓
· 価格の構成要素

  (pp.121~127)
陸送費用：\60,000‐（横浜－埼玉）

輸出通関料：\5,900‐

取扱手数料：\10,000‐

コンテナ扱い申請料：\10,000‐

EHC：\16,500‐(ターミナルの利用料は、船社によりCHCと言ったり、THCと言ったりするが、その料金体系に神戸港と横浜港によって違いはないが、航路によって違う。EHC=EMPTY CONTAINER HANDLING)

D/Oﾌｨｰ：\5,000‐(NVOCCの場合に発生。NVOCC=NON-VESSEL OPERATING COMMON CARRIER→p.228)

海上運賃：\100,000‐(横浜－ホーチミン)

銀行手数料：\1,500‐(円為替取扱手数料)
CFSﾁｬｰｼﾞ：\3,980-

CHC：\600-

D/Oﾌｨｰ：\5,000‐

関税(13.4%）・消費税：\2,800‐

海上保険料：\3,000‐

輸入通関料：\8,600‐(少額通関)

取扱手数料：\10,000‐

食品届申請料：\8,000‐

食品検査料：\34,000‐

税関検査料：\5,000‐

保管料：\5,000‐

輸送料：\3,500－（神戸－岡山）

銀行手数料：\4,500‐（送金手数料 \2,500‐+電信料(米国向け) \2,000‐、EU向けは\3,000‐）


現地集荷・陸送料：\100,000‐

海上運賃：\50,000‐(ｲﾀﾘｱ－神戸)

THC：\28,491‐

D/Oﾌｨｰ：\5,000‐

関税：フリー

消費税：\120,000‐

海上保険料：\12,000‐

輸入通関料：\11,800‐

取扱手数料：\10,000‐

輸送料：\75,000－

（20'コンテナー：神戸－岡山）

信用状開設諸費用：\15,000‐(期間3ヶ月でｲﾀﾘｱの場合：開設手数料=開設額×1/500(米国の場合も同じ)×TTS、ミニマム\6,000‐及び電信料\9,000- 米国は\7,500-。なお、ある都銀では、国に係らず、発行手数料\15,000-+開設額×1/1000×TTSとしている。L/C決済時の手数料は特に発生しない)


インボイス作成の

ポイント

［明細］

［数量×単価］

［価格］

但し、個数及び金額は架空(近似値ではあるが)です。展示会のものはP/Lの例です。


Invoice
Used Motor Car

(HS Commodity No.8703-23)

"TOYOTA CROWN GS151H"

Chassis No.40305645

Displacement: 1998cc

Year/Month: 1995/10

Color: Blue

Transmission: A/T, Floor

Door: 4
Invoice
USED MONITOR

(HS Commodity No.8471-06)

1,000 pcs of Used Monitor
Invoice
CARBONATED DRINKING WATER

(HS Commodity No.2202-10)

Coca Cola 12 oz Can

A Carton holds 24 Cans
Invoice
WOODEN FURNITURE
(HS Commodity No.9403-60 & 9401-69)

Dining Tables

Square Tables

Chairs(Wooden Frames)

Benches(Wooden Frames)


Price List
OIL ABSORBENT(DIATOMITE)
(HS Commodity No.2512-00)

5kg-Bag

Oil quantity to be absorbed per Bag: 5 liters

A 20' Container holds 2000 Bags


1 unit x @\390,000-/unit
1,000 pcs x @\1,900-/pce
10 ctns(240 Cans) x @US8.oo-/ctn


20 Dining Tables x @EUR200,oo-

80 Chairs x @EUR100,oo-

20 Square Tables x @EUR150,oo-

20 Benches x @EUR250,oo-



Ocean Freight:\60,000-

\450,000- CIF Hong Kong
Ocean Freight:\100,000-

\2,000,000- CPT Hochiminh City
Ocean Freight:US$1oo.oo-

US$180.oo- CPT Kobe
EUR 20.000,oo- FCA Seller's Factory
\1,000-/Bag EXW Seller's Factory

●クレーム(pp.438~450)

配布資料

（出典）
1 「道路運送車両法の一部を改正する法律」の施行後の新抹消登録制度の流れhttp://www.mlit.go.jp/jidosha/law/154/01/01_6.pdf

1 1キャッチオール規制のフロー図http://www.meti.go.jp/policy/anpo/catch-all/catch-all-fro/index.html
2 特定有害廃棄物等の輸出入に関する問い合わせhttp://www.kyushu.meti.go.jp/aboutmeti/mis/kokusai/bouekikanri/basel2.htm
3 バーゼル法規制に係る事前相談書（上記ウェブサイトの中のWordをクリックしてプリントアウトしてください）
1 食品届書の記載方法と記入例http://www.forth.go.jp/keneki/kanku/syokuhin/todokedesyo.html
2 食品衛生法の通達http://www.geocities.jp/nagamitsu1950/shiryo-shokuhin-1.htm
3 食品輸入手続きの流れhttp://www1.mhlw.go.jp/topics/ysk_13/tp0419-1b.html
4 炭酸飲料水の製造工程表と成分表


1 展示会出展の手順
　

○主催者へのご依頼事項

セミナーのタイトル
『活きた実例で学ぶ貿易実務の要点』

セミナーの開催日時
平成15年8月26日(火曜日)　13：00~17：00　高知商工会館　2階　司の間　TEL:088-875-1171

コピーする資料
本レジュメ及びその中の「配布資料」をプリントアウトの上、必要枚数コピーして、セミナー開催当日配布してください。

配布するパンフレット
J-file、J-messe、貿易投資ハンドブック

用意する書籍
輸出統計品目表、実行関税率表、関税六法、輸入商品別マーケティングガイド

用意する機材と写真の準備
パソコン+プロジェクター+スクリーン←予め、メールに添付して送信しています写真をパソコンにセットして、セミナー開催当日会場で写るように準備しておいてください。

白板（マーカー、イレイザー）

使用するテキスト
「貿易取引と実務」高橋靖治著（東京リーガルマインド発行）

講師について
長光正明(ながみつまさあき)　〒700-0822 岡山市表町2-4-39　Tel:086-226-5228　Fax:086-224-3222　mas@optic.or.jp　http://www.nagamitsu.com
講師プロフィールは、ウェブサイトにアップしていますので、そちらをご覧ください。
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